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近
世
期
蘭
学
資
料
に
お
け
る
引
用
・
卓
立
を
示
す
補
助
符
号
の
使
用
実
態
に
つ
い
て

―
鉤
括
弧
・
傍
線
を
中
心
に
―

藤 

本　

能 

史

キ
ー
ワ
ー
ド
：
蘭
学
資
料
／
鉤
括
弧
／
傍
線
／
前
野
蘭
化

一　

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

補
助
符
号
は
、
文
章
を
よ
り
読
み
や
す
く
、
ま
た
文
意
が
伝
わ
り
や
す
く
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
文
字
以
外
の
記
号
の
総
称
で
あ

る
。
文
や
語
句
の
切
れ
目
の
明
示
、
文
章
の
引
用
あ
る
い
は
特
殊
な
語
句
の
卓
立
な
ど
、
用
途
ご
と
に
様
々
な
符
号
が
用
い
ら
れ
る
。
近

世
・
近
代
に
お
い
て
は
、
引
用
・
卓
立
を
示
す
場
合
、
主
と
し
て
傍
線
・
括
弧
な
ど
の
符
号
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
引
用
・
卓
立
を
示
す
補
助
符
号
に
関
す
る
研
究
は
、
近
代
の
資
料
を
中
心
に
行
わ
れ
て
お
り（１
）、

近
世
期
の
資
料
に
お
け
る

使
用
実
態
を
報
告
し
た
研
究
は
多
く
な
い
。
近
世
期
の
資
料
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
鉤
括
弧
・
傍
線
を
使
用
す
る
早
い
例
の
指
摘
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

鉤
括
弧
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
大
熊
（
一
九
九
五
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
熊
（
一
九
九
五
）
は
、
現
代
で
は
と
も
に
鉤
括
弧
と
呼
ば
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れ
る
も
の
の
中
に
、
二
種
類
の
別
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
外
来
語
な
ど
の
特
殊
な
単
語
を
括
る
場
合
や
、
引
用
・
参
照
に
用
い
ら

れ
る
も
の
は
、
一
八
世
紀
頃
か
ら
現
代
の
鉤
括
弧
に
近
い
形
状
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
一
方
で
、
会
話
文
に
用
い
ら
れ
る
鉤
括
弧
は
、
開

き
括
弧
が
庵
点
（
〽
）
を
起
源
と
し
て
成
立
し
、
閉
じ
括
弧
は
、
漢
文
訓
読
に
お
い
て
、
主
に
段
落
を
区
切
る
目
的
で
使
用
さ
れ
て
い
た

鉤
画
（
」
）
が
起
源
で
あ
る
と
推
測
し
、
開
き
括
弧
よ
り
遅
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
殊
な
単
語
の
卓

立
の
役
割
を
果
た
す
鉤
括
弧
の
早
い
例
と
し
て
、
建
部
清
庵
・
杉
田
玄
白
『
和
蘭
医
事
問
答
』（
一
七
九
五
）
を
挙
げ
て
お
り
）
2
（

、
こ
の
よ

う
な
鉤
括
弧
の
例
は
蘭
学
資
料
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
和
蘭
医
事
問
答
』
以
降
の
蘭
学
資
料
に
お
け
る
補
助

符
号
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
は
、
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
傍
線
に
つ
い
て
は
、
小
林
（
一
九
八
二
）
に
お
い
て
、
外
国
地
名
・
人
名
に
傍
線
を
付
す
ス
タ
イ
ル
の
嚆
矢
が
、
山
村
昌
永
『
訂
正

増
訳

采
覧
異
言
』（
一
八
〇
二
成
立
）
3
（

）
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

外
国
地
名
に
傍
線
を
付
し
て
、
地
名
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
記
ス
タ
イ
ル
は
、
山
村
昌
永
の
『
訂
正

増
訳

采
覧
異
言
』
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
際
、
山
村
は
一
本
傍
線
（　
）
を
用
い
、
左
右
に
付
し
分
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
本
傍
線
を

付
し
た
も
の
は
人
名
を
も
示
し
て
い
た
。
地
名
と
人
名
と
を
区
別
し
、
地
名
に
二
本
傍
線
（　
）、
人
名
に
一
本
傍
線
を
付
す
表
記

ス
タ
イ
ル
は
、『
官板

バ
タ
ビ
ヤ
新
聞
』
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
次
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
た
。

　

米
利
堅　

英
吉
利　

コ
ロ
ネ
ル
ニ
ー
ル

　

つ
ま
り
、
地
名
・
人
名
の
右
側
に
傍
線
を
付
す
の
で
あ
る
。
こ
の
右
側
に
傍
線
を
付
す
表
記
ス
タ
イ
ル
が
明
治
期
の
一
般
の
表
記

と
な
る
よ
う
で
あ
る
。 

小
林
（
一
九
八
二
）
一
四
六
頁
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し
か
し
、『
訂
正

増
訳

采
覧
異
言
』
以
降
の
使
用
実
態
及
び
、
傍
線
を
付
す
表
記
ス
タ
イ
ル
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
成
立
し
た
の
か
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
引
用
・
卓
立
を
示
す
補
助
符
号
の
通
時
的
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
藤
本
（
二
〇
二
〇
）
で

は
、
近
世
前
半
期
医
学
書
を
調
査
対
象
と
し
、
補
助
符
号
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
版
本
に
印
刷
さ
れ
る
補
助
符
号
は
、

写
本
や
刊
本
に
書
か
れ
る
朱
引
と
は
異
な
り
、
個
人
的
な
手
控
え
で
は
な
く
、
読
者
に
対
し
て
、
文
字
以
外
に
そ
れ
ら
が
あ
る
方
が
よ
い

と
考
え
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
た
め
、
朱
引
と
明
確
に
区
別
し
て
調
査
す
る
た
め
に
、
版
本
に
調
査
対
象
を
絞
っ
た
。
そ
の
結

果
、
蘭
方
医
学
書
で
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
、
片
仮
名
表
記
さ
れ
た
外
来
語
を
区
切
る
目
的
で
鉤
括
弧
を
使
用
す
る
資
料

が
確
認
で
き
た
が
、
そ
の
嚆
矢
は
、『
蘭
学
階
梯
』（
一
七
八
八
）、『
和
蘭
医
事
問
答
』
な
ど
一
八
世
紀
末
頃
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
指

摘
し
た
。
ま
た
、『
蘭
学
階
梯
』、『
和
蘭
医
事
問
答
』
以
降
、
表
記
体
に
関
係
な
く
、
蘭
方
医
学
書
に
お
い
て
外
来
語
の
卓
立
に
鉤
括
弧

が
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
仮
説
を
得
た
。
こ
の
仮
説
を
立
証
す
る
た
め
に
、
医
学
書
以
外
の
蘭
学
資
料
に
つ
い
て

も
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
外
来
語
に
傍
線
を
付
す
資
料
も
確
認
で
き
た
が
、
類
似
の
表
記
形
式
を
も
つ
資
料
に
お
い
て
、
著
者

の
師
弟
関
係
な
ど
、
資
料
間
に
連
続
性
・
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に

も
注
目
し
て
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
世
期
蘭
学
資
料
の
写
本
・
版
本
を
調
査
し
、
引
用
・
卓
立
を
示
す
補
助
符
号
、
特
に
鉤
括
弧
と
傍
線
の
使
用
実

態
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。
藤
本
（
二
〇
二
〇
）
で
は
、
版
本
の
み
を
調
査
対
象
と
し
た
が
、
本
稿
で
は
写
本
も
扱
う
。
杉
本
（
一
九

九
四
）
に
お
い
て
、
前
野
蘭
化
の
著
訳
書
が
、
全
て
写
本
の
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
版
本
に
限
定
す

る
と
調
査
対
象
か
ら
外
す
こ
と
に
な
る
が
、
各
資
料
の
連
続
性
・
関
連
性
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
資
料
も
調
査
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
は
写
本
資
料
も
調
査
対
象
と
す
る
。
書
写
者
及
び
書
写
年
代
が
不
明
で
あ
る
資
料
も
多
い
た
め
、
成
立
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年
代
と
補
助
符
号
が
使
用
さ
れ
た
年
代
が
同
じ
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。
し
か
し
、
凡
例
等
の
記
述
内
容
に
、
補
助
符
号
の
使
用
目
的
が

明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
写
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
に
注
目
し
て
調
査
を
行
う
。

二　

調
査
方
法
に
つ
い
て

近
世
期
（
こ
こ
で
は
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
〜
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
と
す
る
）
の
蘭
学
資
料
を
対
象
と
し
、
特
定
の
文
や
語
句

の
引
用
・
卓
立
の
役
割
で
鉤
括
弧
・
傍
線
な
ど
の
符
号
が
使
用
さ
れ
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
。
主
に
、
近
世
期
の
蘭
方
医
学

書
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
の
資
料
を
中
心
に
扱
っ
て
い
る
が
、
医
学
書
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大

学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
、
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
用
し
調
査
を
行
っ
た
。

三　

近
世
期
蘭
学
資
料
に
お
け
る
補
助
符
号
の
使
用
実
態

三
・
一　

調
査
結
果
の
概
観

ま
ず
は
調
査
結
果
の
概
要
を
示
す
。
本
調
査
に
お
い
て
、
引
用
・
卓
立
の
役
割
で
、
鉤
括
弧
・
傍
線
な
ど
の
符
号
の
使
用
が
確
認
で
き

た
資
料
は
全
七
九
点
で
あ
っ
た
。
表
記
体
毎
に
見
る
と
、
漢
文
体
の
資
料
が
三
一
点
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
資
料
が
四
三
点
、
漢
字

平
仮
名
交
じ
り
文
の
資
料
が
五
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
【
表
1
】【
表
2
】【
表
3
】
に
ま
と
め
た
が
、
紙
幅
の
都
合
上
ｗ
ｅ
ｂ
掲
載
の

形
式
を
採
る
こ
と
を
ご
了
承
願
い
た
い
）
4
（

。

各
表
を
参
照
す
る
限
り
、
鉤
括
弧
が
使
用
さ
れ
て
い
る
資
料
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
は
、
大
半
の
資
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料
に
お
い
て
鉤
括
弧
を
使
用
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
漢
文
体
に
お
い
て
は
合
符
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
合
符
は
、
漢
文
訓
読
の
際

に
使
用
さ
れ
た
符
号
の
一
つ
で
あ
り
、
漢
字
二
字
以
上
の
纏
ま
り
を
示
し
、
漢
字
文
字
列
の
中
で
特
定
の
単
語
を
分
節
す
る
役
割
を
果
た

し
て
い
る
）
5
（

。
傍
線
も
幾
つ
か
の
資
料
で
使
用
が
確
認
で
き
る
が
、
単
線
の
み
、
左
右
単
線
・
複
線
の
併
用
な
ど
、
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
使

用
方
法
は
区
々
で
あ
る
。
ま
た
合
符
と
傍
線
が
併
用
さ
れ
て
い
る
資
料
は
少
な
い
。
こ
れ
は
、
合
符
を
用
い
る
こ
と
で
語
句
の
纏
ま
り
が

分
か
る
た
め
、
他
の
記
号
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
当
時
の
読
者
は
読
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
使
用
さ
れ
て
い
る
資
料
が
多
数
確
認
で
き
た
鉤
括
弧
と
、
資
料
に
よ
っ
て
使
用
方
法
が
区
々
で
あ
る
傍
線
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
使
用
状
況
の
考
察
を
行
う
。

三
・
二　

鉤
括
弧
の
使
用
状
況
に
つ
い
て

ま
ず
、
鉤
括
弧
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
大
熊
（
一
九
九
五
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
和
蘭
医
事
問
答
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の

も
の
と
し
て
は
、
森
島
中
良
『
紅
毛
雑
話
』（
一
七
八
七
）、
大
槻
玄
沢
『
蘭
学
階
梯
』（
一
七
八
八
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

竜
の
蛮
名
「
ダ
ラ
ー
カ
」。
南
海
の
中
喝
叭
国
に
多
く
産
す
。
其
大
小
一
な
ら
ず
。
大
な
る
に
至
り
て
は
。
三
四
丈
に
及
ぶ
と
な
り
。

往
年
「
ト
イ
ン
ベ
ル
ゲ
」
と
い
ふ
蛮
人
。 

『
紅
毛
雑
話
』
巻
一
・
一
二
丁
裏

假
令
ハ
土
ヲ
「
ア
ヽ
ル
ド
」
ト
云
ヒ
性
ヲ
モ
「
ア
ヽ
ル
ド
」
ト
云
フ
又
衣
服
ヲ
「
ケ
レ
イ
ド
」
ト
云
ヒ
「
ロ
ツ
ク
」
ト
云
フ
ヲ
「
ベ

ケ
レ
イ
デ
ン
」
又
「
ロ
ツ
ケ
ン
」
ト
首
メ
ニ
ベ
ヲ
尾
音
ヲ
轉
ス
レ
ハ
物
ニ
纒
繞
ス
ル
ヲ
云
フ 

『
蘭
学
階
梯
』
巻
二
・
一
二
丁
裏

い
ず
れ
も
、
片
仮
名
表
記
の
外
来
語
に
鉤
括
弧
を
付
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
鉤
括
弧
を
使
用
し
た
目
的
に
つ
い
て
、『
紅
毛
雑
話
』
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の
凡
例
、『
蘭
学
階
梯
』
の
例
言
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

〇
此
書
中
平
假
名
を
も
て
書
た
る
中
に
。
片
假
名
も
て
書
た
る
は
紅
毛
語
な
り
。
猶
上
ミ
下
の
文
に
混
せ
ざ
ら
ん
が
為
に
。「
」
か

く
の
ご
と
き
点
を
懸
た
り 

『
紅
毛
雑
話
』
巻
一
・
五
丁
裏

一
音
釋
ヲ
為
ス
ニ
片
假
名
ノ
字
ヲ
合
セ
テ
記
セ
シ
ハ
一
字
ニ
テ
ハ
彼
ノ
語
音
ニ
協
和
シ
難
キ
カ
故
ナ
リ
譬
ヘ
ハ　

シ
ヱ
ス　

ウ
ヱ　

キ
ユ
ヱ　

ヒ
ユ　

等
ノ
如
シ
又
促
呼
ス
ル
音
ハ
字
ノ
右
足
ニ
ツ
字
ヲ
接
ス
譬
へ
ハ　

テ
レ
ッ
キ　

レ
ッ
テ
ル
ト
云
カ
如
シ
又
上
ヨ
リ

直
下
ニ
引
ク
音
ニ
ハ
ー
ヲ
記
ス
乃
チ　

ヘ
ー
メ
ル　

ア
ー
ル
ド　

等
ノ
如
シ
且
蘭
語
片
假
名
ニ
テ
記
ス
ル
モ
ノ
上
下
混
同
セ
サ
ル
ヤ

ウ
ニ
「
」
ノ
勾
畫
ヲ
設
ク 

『
蘭
学
階
梯
』
巻
一
・
一
四
丁
裏
〜
一
五
丁
表

両
者
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
片
仮
名
表
記
し
、
地
の
文
と
の
混
同
を
防
ぐ
た
め
に
『
「
」
』
の
符
号
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

『
紅
毛
雑
話
』
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
り
、
地
の
文
と
の
混
同
の
可
能
性
が
低
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
鉤
括
弧
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
は
注
目
に
値

）
7
）（
6
（

す
る
。

ま
た
、
大
熊
（
一
九
九
五
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、『
和
蘭
医
事
問
答
』
の
鉤
括
弧
も
、
同
様
の
役
割
で
あ
る
こ
と
が
以
下
に
示
す
凡

例
の
記
述
か
ら
分
か
る
。

一
和
蘭
語
上
下
ニ
混
同
セ
ン
事
ヲ
恐
ル
故
ニ
「 

」
如
此
ノ
勾
畫
ヲ
設
ク 

『
和
蘭
医
事
問
答
』
巻
一
・
九
丁
裏

両
者
の
凡
例
を
見
た
ら
分
か
る
よ
う
に
、
鉤
括
弧
を
示
す
の
に
「
勾
畫
（
鉤
画
）」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
鉤
画
は
、
漢
文
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近世期蘭学資料における引用・卓立を示す補助符号の使用実態について

訓
読
に
使
用
さ
れ
る
符
号
の
呼
称
で
あ
り
、『
倭
讀
要
領
』（
一
七
二
八
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

○
段
落
ヲ
分
ル
ニ
ハ
．
鉤
畫
ヲ
用
フ
．
章
首
ニ
ハ
「
ヲ
用
ヒ
．
結
末
ニ
ハ
」
ヲ
用
テ
．
前
後
ヲ
隔
斷
ス
．
皆
是
ヲ
鉤
畫
ト
イ
フ

 

『
倭
讀
要
領
』
巻
下
・
三
丁
表
）
8
（

鉤
画
は
、
漢
文
に
お
い
て
、
段
落
を
区
切
る
目
印
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
鉤
画
の
機
能
を
応
用
し
、
漢
字
片

仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
、
片
仮
名
表
記
さ
れ
た
外
来
語
を
区
切
る
目
的
で
、
蘭
学
資
料
に
お
い
て
も
使
用
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
写
本
で
は
あ
る
が
、
同
時
期
の
前
野
蘭
化
の
著
作
に
お
い
て
も
、
鉤
括
弧
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。『
管
蠡
秘
言
』（
一
七
七
七

序
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
鉤
括
弧
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

其
餘
ハ
大
凡
天
主
教
ナ
ル
者
諸
大
洲
ニ
遍
満
ス
「
ア
ジ
ヤ
」
ニ
在
テ
ハ
回
回
国
ヲ
以
テ
己
カ
首
領
ト
ス
故
ニ
支
那
コ
レ
ヲ
回
回
ノ
教

ト
呼
フ
「
ヱ
ウ
ロ
パ
」
在
テ
ハ
意
大
利
亜
専
ラ
教
化
ノ
主
タ
リ
「
ヱ
ウ
ロ
パ
」
及
「
ア
フ
リ
カ
」
四
方
ノ
学
士
皆
聚
會
シ
テ

 

『
管
蠡
秘
言
』
二
〇
丁
表
）
9
（

「
ア
ジ
ヤ
」「
ヱ
ウ
ロ
パ
」
な
ど
、
片
仮
名
表
記
の
地
名
に
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
意
太
利
亜
」
な
ど
漢
字
表
記
の
地

名
に
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
鉤
括
弧
は
こ
の
ほ
か
、「
テ
ウ
ル
フ
ツ
プ
」
な
ど
片
仮
名
表
記
の
人
名
、「
テ
レ
ス
コ
ピ
ユ
ム
」
な
ど
片
仮
名

表
記
の
名
詞
に
付
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
る
の
は
片
仮
名
表
記
の
語
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
文
は
漢
字
片

仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
た
め
、
恐
ら
く
『
蘭
学
階
梯
』
と
同
様
に
、
地
の
文
と
の
混
同
を
防
止
す
る
目
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
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蘭
化
は
、『
字
学
小
成
』（
一
七
八
五
序
）
な
ど
、『
管
蠡
秘
言
』
以
後
の
著
作
に
お
い
て
も
、
片
仮
名
表
記
の
語
句
に
鉤
括
弧
を
付
す
表

記
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
ま
た
先
述
の
通
り
、
蘭
化
の
著
訳
書
は
全
て
写
本
で
あ
る
が
、
鉤
括
弧
は
朱
引
の
よ
う
に
後
か
ら
付
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
書
写
段
階
で
既
に
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
調
査
し
た
写
本
が
蘭
化
の
自
筆
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
鉤

括
弧
は
、
後
年
の
書
写
者
に
よ
っ
て
付
け
足
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
蘭
化
の
案
出
し
た
蘭
語
翻
訳
法
で
あ
る
。
蘭
化
は
、『
和
蘭
訳
筌
』
に
お
い
て
、「
蘭
化
亭
訳
文
式
」
と
呼

ば
れ
る
蘭
語
翻
訳
法
を
掲
げ
て
い
る
。「
蘭
化
亭
訳
文
式
」
は
、「
原
文
に
訓
（
訳
字
）
を
施
し
て
、
擬
似
漢
文
の
形
に
整
え
、
そ
れ
を
日

本
語
の
語
順
に
並
べ
替
え
る
」（
森
岡
（
一
九
九
九
）
三
七
頁
）
翻
訳
法
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
引
用
は
、
松
村

明
注
『
和
蘭
訳
筌
』
に
よ
る
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

凡
ソ
、
飜
訳
ヲ
為
ス
者
、
宜
先
線
字
ヲ
用
テ
、
原
文
ヲ
謄
写
ス
ベ
シ
。
次
ニ
、
毎
言
下
訳
字
ヲ
記
ス
。

如
発
言
・
助
語
ノ
辞
正
訳
シ
難
キ
者
ハ
○
圏
ヲ
附
ス
ベ
シ
。（
中
略
）
如
他
字
ヲ
加
テ
其
語
意
ヲ
達
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
、
其
字
ニ
勾

「
画
」
ヲ
設
ク
ベ
シ
。
又
、
如
名
称
亦
コ
レ
ヲ
用
ユ
。
或
ハ
囲
□
ヲ
設
。
次
ニ
甲
乙
等
小
字
鈴
ヲ
附
シ
テ
、
語
路
ヲ
指
点
ス
ベ
シ
。

末
ニ
切
意
ヲ
録
ス
。 

松
村
明
校
注
『
和
蘭
訳
筌
』（『
洋
学　

上
』
日
本
思
想
大
系
六
四
）、
一
二
〇
〜
一
二
一
頁

傍
線
部
よ
り
、
蘭
化
が
蘭
語
の
翻
訳
に
お
い
て
、
字
や
語
句
を
区
切
る
目
的
で
鉤
画
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
外
来
語
を
区
切
る
場
合
に
お
い
て
も
同
様
に
、
鉤
画
を
応
用
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

森
岡
（
一
九
九
九
）
は
、「
蘭
化
亭
訳
文
式
」
に
よ
っ
て
欧
文
を
訓
読
す
る
伝
統
が
生
ま
れ
、
英
学
の
時
代
ま
で
受
け
継
が
れ
た
と
指

摘
し
て
い
る
。
中
良
及
び
玄
沢
は
、
蘭
化
の
影
響
を
受
け
て
鉤
画
を
使
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
良
の
兄
桂
川
国
瑞
は
蘭
化
と
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親
交
が
あ
っ
た
が
、『
紅
毛
雑
話
』
の
跋
文
を
、
蘭
化
の
息
子
前
野
達
が
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
良
自
身
も
蘭
化
の
影
響
を
受
け
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
玄
沢
は
蘭
化
の
門
弟
で
あ
り
、「
蘭
化
亭
訳
文
式
」
に
よ
る
翻
訳
法
を
勉
強
し
た
こ
と
が
、『
蘭

訳
梯
航
』（
一
八
一
六
成
立
）
に
記
さ
れ
て
い
る
）
10
（

。
ま
た
、『
蘭
学
階
梯
』
に
は
、
蘭
学
の
手
引
き
と
な
る
蘭
化
の
著
作
を
挙
げ
て
お
り
、

『
和
蘭
訳
筌
』
や
『
管
蠡
秘
言
』
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

先
生
著
ス
所
ニ
シ
テ
此
學
ノ
筌
蹄
ト
ナ
ル
ベ
キ
書
ニ
ハ
和
蘭
譯
文
略
、
蘭
譯
筌
、
助
語
參
考
、
蘭
語
隨
筆
、
古
言
考
、
點
例
考
、
等

ナ
リ
其
餘
、
思
思
未
通
、
管
蠡
秘
言
、
仁
言
私
説
、
八
種
字
考
、
彗
星
考
、
輿
地
圖
編
、
ノ
類
ナ
リ
此
外
天
文
地
理
及
ヒ
毉
筭
測
量

等
ノ
譯
稿
、
篇
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
枚
擧
ス
ヘ
カ
ラ
ス 

『
蘭
学
階
梯
』
巻
二
・
二
六
丁
表

蘭
化
以
前
に
、
鉤
画
を
応
用
し
て
外
来
語
を
括
っ
た
例
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
鉤
画
を
応
用
し
て
外
来
語
を
括
る
表

記
形
式
は
、
蘭
化
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
後
世
の
蘭
学
者
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

三
・
三　

傍
線
の
使
用
状
況
に
つ
い
て

次
に
、
傍
線
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
傍
線
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
用
例
が
確
認
で
き
た
。

①
外
来
語
に
右
単
線

②
外
国
人
名
に
右
単
線
、
外
国
地
名
に
右
複
線

③
外
国
人
名
に
右
単
線
、
外
国
地
名
に
左
単
線
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④
外
来
語
以
外
の
語
句
（
左
例
に
お
け
る
ウ
マ
・
ヤ
マ
な
ど
）
の
ま
と
ま
り
を
示
す
場
合
に
右
単
線
・
右
複
線

※
④
の
例
（
原
本
で
は
、
複
線
は
「
▯
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
引
用
に
お
い
て
「　

」
に
改
め
て
い
る
）

假
令
ハ
馬
ハ
ウ
マ
ノ
象
山
ハ
ヤ
マ
ノ
狀
水
ハ
カ
ハ
ノ
形
湲
ハ
水
ノ
聲
珊
ハ
玉
ノ
聲
也
又
此
方
ニ
テ
キ
ト
イ
ヒ
カ
子
ト
イ
フ
ニ
彼
方
ニ

テ
ハ
其
名
ハ
ナ
ク
叩
テ
モ
ク
〳
〵
ト
響
ク
故
ニ
木
ト
イ
ヒ 

『
西
音
発
微
』
七
丁
表

①
は
、『
外
科
訓
蒙
図
彙
』（
一
七
六
九
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
藤
本
（
二
〇
二
〇
）
で
も
示
し
た
が
、
片
仮
名
・
漢
字
表
記
に
関
わ
ら

ず
、
本
邦
版
本
で
は
初
め
て
外
来
語
に
符
号
を
付
し
て
い
る
例
で
あ
る
）
11
（

。

其
上
ニ
雞
子
黄
ニ
テ
レ
メ
ン
テ
井
ナ
ヲ
少
許
合
シ
テ
ホ
ツ
シ
ニ
浸
シ
付
疵
ノ
四
邊
ニ
ハ
前
ノ
如
ク
ロ
ザ
ー
ロ
ン
ヲ
静
ニ
塗
リ
其
上
ニ

デ
ヘ
ン
ス
井
ブ
ン
ヲ
付
タ
ヽ
ミ 

『
外
科
訓
蒙
図
彙
』
六
丁
裏

傍
線
を
付
す
目
的
に
つ
い
て
、
凡
例
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

此
書
國
字
ヲ
以
テ
記
ス
故
ニ
藥
品
錯
雜
シ
テ
分
別
シ
難
シ
依
テ
藥
名
毎
ニ
―
ヲ
加
テ
覽
者
ニ
示
ス

 

『
外
科
訓
蒙
図
彙
』（
一
七
六
九
）
巻
一
・
二
丁
裏
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漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
地
の
文
と
の
区
別
が
難
し
く
な
る
た
め
、
薬
名
に
傍
線
を
付
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

符
号
を
付
す
目
的
と
し
て
は
、
先
述
の
鉤
括
弧
と
同
様
で
あ
る
が
、
付
さ
れ
た
時
期
は
鉤
括
弧
よ
り
も
早
い
。

ま
た
、『
六
物
新
志
』（
一
七
九
五
）、『
一
角
纂
考
』（
一
七
九
五
）
は
合
刻
・
合
本
と
い
う
形
式
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
）
12
（

た
め
、
本
行
の

体
裁
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
）
13
（

。

『
六
物
新
志
』
の
凡
例
に
傍
線
を
付
す
目
的
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
一
角
纂
考
』
に
お
い
て
も
同
様
の
目
的
で
付
さ
れ
て
い
る
。

（
句
読
点
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

図1　『六物新志』（一七九五）巻一・一八丁裏
（14）

図2　『一角纂考』（一七九五）二五丁表
（15）

一
諸
々
ノ
地
名
其
ノ
漢
譯
有
ル
者
ハ
、
皆
之
從
フ
。
其
ノ
間
訛
轉
有
ル
者
モ
亦
タ
其
ノ
舊
ヲ
革
メ
ズ
。
若
シ
之
レ
無
ケ
レ
ハ
、
則
チ

今
新
タ
ニ
對
譯
ノ
法
ヲ
以
テ
其
ノ
呼
稱
ニ
當
テ
、
而
シ
テ
填
ム
ル
ニ
漢
ノ
字
音
ヲ
以
テ
ス
。
且
ツ
旁
書
副
墨
ス
ル
者
ハ
、
以
テ
誦
讀
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ニ
便
ス
ル
ナ
リ
。 

『
六
物
新
志
』
巻
一
・
一
三
丁
裏

傍
線
を
付
し
て
い
る
の
は
蘭
語
を
漢
字
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
傍
線
を
付
す
目
的
は
、
語
句
の
ま
と
ま
り
を
示

し
、
読
む
際
に
地
の
文
と
の
混
同
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
も
分
か
る
。「
諸
々
ノ
地
名
」
と
あ
る
が
、
地
名
に
限
ら
ず
、
人
名
や

物
名
に
も
傍
線
が
付
さ
れ
て
い
る
。

な
お
こ
の
記
述
は
、
稿
本
の
段
階
で
既
に
見
ら
れ
る
（
図
3
の
二
〜
五
行
目
）。

図3　『六物新志』稿本
（16）

一
方
、『
一
角
纂
考
』
に
は
、
稿
本
に
お
い
て
も
傍
線
を
付
す
目
的
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、『
六
物
新
志
』
に
お
い
て
玄

沢
が
外
来
語
に
傍
線
を
付
す
表
記
形
式
を
採
り
、
両
書
を
合
本
と
し
て
刊
行
す
る
際
に
、『
一
角
纂
考
』
も
同
様
の
表
記
形
式
に
揃
え
た
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近世期蘭学資料における引用・卓立を示す補助符号の使用実態について

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
、
写
本
で
は
『
魯
西
亜
本
紀
略
』（
一
七
九
三
成
立
）、『
北
槎
聞
略
』（
一
七
九
四
序
）
に
お
い
て
確
認
で
き
た
。『
北
槎
聞
略
』

に
は
、
傍
線
を
付
す
目
的
が
凡
例
に
お
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。

一
凡
書
中
載
す
る
処
蠻
國
地
名
人
名
器
具
物
産
等
の
名
蠻
語
を
以
て
稱
す
る
者
は
皆
片
假
名
を
も
つ
て
こ
れ
を
記
す
地
名
は
雙
傍
抹

を
施
し
人
名
は
單
傍
抹
を
施
す 

『
北
槎
聞
略
』
巻
一
・
四
丁
裏

版
本
で
は
、『
遠
西
独
度
涅
烏
斯
草
木
譜
』（
一
八
二
一
）
が
こ
の
よ
う
な
表
記
形
式
を
採
っ
た
早
い
例
で
あ
る
。
具
体
的
な
訳
出
法
及

び
、
符
号
の
付
し
方
に
つ
い
て
は
、
題
言
に
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

一
荷
蘭
之
稱
呼
若
地
名
人
名
藥
名
無
直
譯
之
漢
字
則
更
以
其
字
音
填
入
焉
戞カ

パ
ド
シ
イ
ン

杷
譯
悉
印
獨ド

ド

子

ウ

ス

度
涅
烏
斯
「
亞ア

ヘ
ロ
ー
子

苛
羅
涅
」
之
類
是
也
從
來

漢
人
所
對
譯
者
通
從
焉
業子

ー
デ
ル
ラ
ン
ド

謁
垤
爾
蘭
杜
出
職
方

外　

記

依ヒ
ツ
ポ
カ
ラ
テ
ス

卜
加
得
仝上

「
亞ア

ロ

ヱ
魯
厄
」
出
鷹

論

之
類
是
也
而
地
名
者
以
雙
畫
傍
引
於
字
右
人
名
以
單
畫
傍
引

於
字
藥
名
者
以
「
鉤
畫
」
隔
斷
於
上
下
而
分
別
之
其
他
名
稱
者
分
注
於
各
處
之
下

 

『
遠
西
独
度
涅
烏
斯
草
木
譜
』
巻
一
・
二
四
丁
裏
〜
二
五
丁
表

題
言
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
、
音
訳
に
基
づ
く
漢
字
表
記
で
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
漢
人
に
よ
る
訳
の
な
い
も
の
は
、

新
た
に
訳
字
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
訳
語
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
ど
こ
ま
で
が
ひ
と
ま
と
ま
り
の
訳
語
で
あ
る
の

か
が
そ
の
ま
ま
で
は
読
者
に
伝
わ
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
傍
線
・
鉤
括
弧
を
付
す
こ
と
で
、
訳
語
の
種
類
及
び
ま
と
ま
り
を
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標
示
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

『
遠
西
独
度
涅
烏
斯
草
木
譜
』
か
ら
や
や
時
代
が
下
る
が
、
幕
末
・
明
治
初
期
以
降
の
版
本
に
お
い
て
、
外
国
地
名
に
右
複
線
、
外
国
人

名
に
右
単
線
、
そ
の
他
名
詞
に
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
る
表
記
形
式
が
一
般
的
と
な
っ
た
。
こ
の
表
記
形
式
は
、
明
治
末
期
頃
ま
で
行
わ
れ
）
17
（

、

活
版
印
刷
に
お
い
て
も
同
様
の
形
式
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

③
は
、
小
林
（
一
九
八
二
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
、『
訂
正

増
訳

采
覧
異
言
』
で
あ
る
。
注
3
で
示
し
た
通
り
、
外
国
人
名
に
右
単
線
、
外
国

地
名
に
左
単
線
を
付
す
こ
と
で
区
別
し
て
い
る
。
④
の
、
外
来
語
以
外
の
語
句
の
ま
と
ま
り
を
示
す
形
式
は
、
中
野
柳
圃
『
西
音
発
微
』

（
一
八
二
六
）
に
お
い
て
確
認
で
き
た
（
以
下
、
用
例
を
再
掲
）。

假
令
ハ
馬
ハ
ウ
マ
ノ
象
山
ハ
ヤ
マ
ノ
狀
水
ハ
カ
ハ
ノ
形
湲
ハ
水
ノ
聲
珊
ハ
玉
ノ
聲
也
又
此
方
ニ
テ
キ
ト
イ
ヒ
カ
子
ト
イ
フ
ニ
彼
方
ニ

テ
ハ
其
名
ハ
ナ
ク
叩
テ
モ
ク
〳
〵
ト
響
ク
故
ニ
木
ト
イ
ヒ 

『
西
音
発
微
』
七
丁
表

本
居
宣
長
『
漢
字
三
音
考
』（
一
七
八
五
）、『
詞
玉
緒
』（
一
七
八
五
）
な
ど
に
お
い
て
も
同
様
の
符
号
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
関
連
性

に
つ
い
て
は
、『
西
音
発
微
』
な
ど
の
蘭
語
学
資
料
と
、
宣
長
な
ど
同
時
代
の
国
学
者
に
よ
る
国
語
学
関
係
の
資
料
を
比
較
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

傍
線
に
関
し
て
は
、
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
使
用
方
法
が
様
々
で
あ
り
、
資
料
間
の
関
連
性
が
容
易
に
は
見
い
だ
し
が
た
い
。
近
代
に
入

る
と
、
外
国
地
名
に
右
複
線
、
外
国
人
名
に
右
単
線
を
付
す
表
記
形
式
が
一
般
的
と
な
る
が
、
近
世
期
に
お
い
て
は
、
傍
線
の
付
し
方
に

つ
い
て
、
共
通
の
規
則
性
は
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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四　

お
わ
り
に

本
稿
で
述
べ
た
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
外
来
語
を
括
る
鉤
括
弧
は
、『
紅
毛
雑
話
』『
蘭
学
階
梯
』
な
ど
一
八
世
紀
後
期
頃
か
ら
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
は
前
野
蘭
化
の
影
響

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

・
傍
線
に
関
し
て
は
、
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
用
例
が
確
認
で
き
た
。
使
用
に
つ
い
て
は
個
別
的
事
情
が
現
れ
や
す
く
、
資
料
間
の
関
連
性

が
見
い
だ
し
が
た
い
。
そ
の
た
め
、
資
料
に
共
通
の
規
則
性
は
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
蘭
学
資
料
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
た
が
、『
西
音
発
微
』
の
よ
う
に
、
同
時
代
の
国
学
者
に
よ
る
国
語
学
関
係
の
資
料
と
共

通
し
た
用
法
が
確
認
で
き
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
蘭
語
学
資
料
・
国
語
学
関
係
資
料
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
実
態
を
調
査
し
、
比
較
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

﹇
注
﹈

（
1
） 

深
澤（
二
〇
〇
四
）（
二
〇
〇
六
）、
藤
本（
二
〇
一
七
）な
ど
。「
引
用
・
卓
立
」に
つ
い
て
は
、
上
記
研
究
及
び
藤
本（
二
〇
二
〇
）を
参
照
。

（
2
） 

大
熊
氏
は
、『
和
蘭
医
事
問
答
』の
成
立
年
を
一
七
七
三
年
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
清
庵
と
玄
白
が
書
簡
の
や
り
と
り
を
行
っ
た
年
で
あ
り
、
刊

記
を
確
認
す
る
と（
筆
者
が
確
認
出
来
た
の
は
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
本
・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
）、
出
版
年
は
寛
政
七
年（
一
七
九
五
）

で
あ
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
出
版
さ
れ
た
一
七
九
五
年
が
、
意
味
の
あ
る
年
で
あ
る
。

（
3
） 

傍
線
を
付
す
基
準
に
つ
い
て
、
凡
例
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
訂
正

増
訳

采
覧
異
言
』は
写
本
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
基
準
が
記
さ
れ
て
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い
る
こ
と
か
ら
、
傍
線
は
、
朱
引
と
は
違
い
読
者
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

一
増
譯
中
ノ
西
語
漢
字
ヲ
填
ル
者
其
漢
譯
有
既
ニ
ア
ル
者
ハ
右
傍
ニ
竪
畫
ヲ
加
フ
意
太
里
亜･

入
尓
瑪
尼
亜
ノ
類
ナ
リ
新
ニ
譯
字
ヲ
加
フ
ル
者

ハ
左
傍
ニ
竪
畫
ヲ
加
フ
蒲
郎
甸･

勃
尓
孤･

雪
微
設
兒･

蘭
土
ノ
類
ナ
リ 

『
訂
正

増
訳

采
覧
異
言
』巻
一
・
一
三
丁
裏

 
複
線
に
つ
い
て
は
、
凡
例
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
凡
例
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
片
仮
名
表
記
の
西
洋
語
に
は
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
て

い
る
。

（
4
） 

調
査
デ
ー
タ
は
以
下
のw

eb

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

 

元
Ｕ
Ｒ
Ｌ

 
https://researchm

ap.jp/m
ultidatabases/m

ultidatabase_contents/detail/724520/548ad494e660365c84b18635a0461417?f ram
e_

id=1340682
 

短
縮
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://bit.ly/3gpjtYR

※
表
の
凡
例

・
本
表
は
、
文
章
・
語
句
の
引
用
及
び
、
外
来
語
な
ど
特
定
の
語
句
の
卓
立
に
際
し
、
補
助
符
号
の
使
用
が
確
認
で
き
た
資
料
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

・「
書
名
」「
著
者
名
」
は
、
参
照
先
の
デ
ー
タ
に
よ
る
。

・「
刊
年
・
書
写
年
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
個
別
の
調
査
・
研
究
な
ど
を
参
照
し
、
変
更
し
た
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
写
本
の
成
立
年
代

に
つ
い
て
は
、
今
回
調
査
し
た
写
本
に
書
写
識
語
が
あ
る
も
の
が
な
か
っ
た
た
め
、
序
跋
に
従
っ
た
。

・「
版
元
」
は
刊
記
に
従
っ
た
。
刊
記
が
な
い
場
合
、
ま
た
写
本
の
場
合
は
「
―
」
で
示
し
た
。

（
5
） 

合
符
に
よ
る
分
節
に
つ
い
て
は
、
藤
本（
二
〇
二
〇
）を
参
照
。

（
6
） 『
紅
毛
雑
話
』に
お
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
以
外
に
も
片
仮
名
で
表
記
し
て
い
る
語
が
見
ら
れ
る
が
、
鉤
括
弧
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
の
例
で
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は
、
モ
ミ
イ
に
は
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
ミ
イ
ラ
は
片
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
鉤
括
弧
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。『
紅
毛
雑

話
』で
は
、
鉤
括
弧
を
付
す
こ
と
で
、
そ
の
語
句
が
オ
ラ
ン
ダ
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

去
に
よ
り
て
土
人
等
、
星
移
り
物
換
り
て
、
人
も
問
来
ぬ
古
墳
を
あ
ば
き
、
棺
を
く
だ
き
て
其
屍
を
得
。
交
易
し
て
能
價
を
得
と
也
。
蛮
語
に

て
は「
モ
ミ
イ
」と
い
ふ
。
唐
土
に
て
木
乃
伊
と
書
は
音
訳
な
り
。
ミ
イ
ラ
と
い
ふ
は
日
本
の
俗
言
な
り
。

 

『
紅
毛
雑
話
』巻
二
・
一
四
丁
表
〜
一
四
丁
裏

（
7
） 『
紅
毛
雑
話
』の
よ
う
に
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
中
で
外
国
語
・
外
来
語
を
片
仮
名
表
記
す
る
形
式
は
、
新
井
白
石
が
嚆
矢
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る（
松
村（
一
九
七
七
））。
し
か
し
、
こ
う
し
た
表
記
形
式
は
同
時
代
に
お
い
て
広
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
片
仮
名
・
平

仮
名
の
表
語
性
の
有
無
に
あ
る
と
深
澤（
二
〇
一
〇
）で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
深
澤
氏
は
、
片
仮
名
に
は
文
字
列
の
表
語
性
を
可
視
化
す
る
方
法

を
持
っ
て
い
な
い
と
し
、
白
石
は
音
の
復
元
を
目
的
と
し
て
片
仮
名
表
記
を
使
用
し
、
表
語
を
第
一
義
と
し
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
で
平
仮
名
文
字
列
は
、
表
語
性
が
連
綿
に
よ
り
可
視
化
さ
れ
て
い
た
た
め
、
片
仮
名
表
記
が
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。『
紅
毛

雑
話
』の
表
記
形
式
は
、
同
時
代
に
お
い
て
は
特
殊
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
8
） 

引
用
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
資
料（
請
求
記
号
：
マ
5

－

8

－

1
〜
3
）に
よ
る
。

 
U

RL

：https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200004506/view
er

（
9
） 

引
用
は
、
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
収
録
の
資
料（
請
求
記
号
：
文
庫08 C

0295

）に
よ
る
。

 
U

RL

：https://w
w

w.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/bunko08/bunko08_c0295/index.htm

l

（
10
） 「
蘭
化
亭
訳
文
式
」を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
以
下
の
通
り（
引
用
は
、
松
村
明
校
注『
蘭
訳
梯
航
』に
よ
る
）

翁
ガ
此
学
ニ
入
リ
シ
中
頃
ハ
、
漸
ク
蘭
化
師
ノ
覃
思
研
精
ニ
テ
、
彼
文
章
ノ
中
ナ
ル
点
例
ノ
コ
ト
ナ
ド
モ
稍
開
ケ
、
又
原
文
ヲ
抄
書
シ
テ
、
毎

語
ニ
訳
ヲ
施
シ
、
和
法
ノ
廻
環
逆
読
ヲ
為
シ
、
推
シ
テ
其
意
義
ヲ
会
通
ス
ル
等
ノ
教
モ
起
リ
テ
、
可
ナ
リ
ニ
其
所
説
ヲ
解
シ
得
タ
ル
ナ
リ
。
コ

レ
ハ
、
我
蘭
化
師
ノ
蒙
生
ノ
為
ニ
仮
リ
ニ
設
ケ
シ
新
例
ニ
出
タ
ル
ナ
リ
。（
中
略
）翁
等
、
其
ノ
教
ニ
従
ヒ
勉
強
セ
シ
モ
、
僅
ニ
数
言
ヲ
記
セ
シ
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マ
デ
ノ
事
ナ
レ
バ
、
其
文
法
・
章
法
、
語
脈
照
応
等
ノ
事
ヲ
学
ブ
ニ
モ
及
ズ
。

 

松
村
明
校
注『
蘭
訳
梯
航
』（『
洋
学　

上
』日
本
思
想
大
系
六
四
）、
三
八
七
頁

（
11
） 

管
見
の
限
り
、
片
仮
名
・
漢
字
表
記
に
関
わ
ら
ず
、
本
邦
版
本
で
は
初
め
て
外
来
語
に
符
号
を
付
し
て
い
る
例
で
あ
る（
明
和
六
年
、
皇
都
書
肆

林
宗
兵
衛
の
刊
記
あ
り
）。
ま
た
、
本
居
宣
長『
漢
字
三
音
考
』（
一
七
八
五
）な
ど
、
国
語
学
関
連
の
資
料
に
お
い
て
も
仮
名
表
記
の
語
句
に
傍
線

が
付
さ
れ
る
例
が
確
認
出
来
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
早
い
。
す
な
わ
ち
、
仮
名
表
記
の
語
句
に
傍
線
が
付
さ
れ
た
早
い
例
で
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

（
藤
本（
二
〇
二
〇
）五
九
頁
）

（
12
） 

杉
本（
一
九
九
六
）に
よ
る
と
、『
一
角
纂
考
』は
、「『
六
物
新
志
』と
合
本
で
あ
る
が
、
序
を
寄
せ
て
い
る
桂
川
国
瑞
、
大
槻
玄
沢（
子
煥
）の
言
葉

に
も
み
え
る
よ
う
に
―
た
と
え
ば
、
前
者
に〈
今
聞
、
世
肅
請
子
煥
所
著
之
六
物
新
志
将
合
刻
以
公
于
世
〉と
あ
る
―
は
じ
め
か
ら
現
存
の
合
刻

と
い
う
形
式
で
刊
行
し
た
も
の
」（
解
題
一
六
頁
）で
あ
る
。
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
本
は
、
合
本
の
状
態
で
は
な
い
が
、
杉
本（
一
九
九
六
）解
題

に
お
け
る
刊
本
の
成
立
状
況
に
従
い
、
本
稿
で
は
両
本
と
も
一
七
九
五
年
刊
と
し
て
扱
う
。

（
13
） 

両
者
共
、
本
文
、
有
界
九
行
、
二
〇
字
詰
。（
杉
本（
一
九
九
六
）、
解
題
一
四
、
一
六
頁
）

（
14
） 

京
都
大
学
富
士
川
文
庫
蔵
、
請
求
記
号
：
リ/5　

U
RL

：https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item

/rb00000758

（
15
） 

京
都
大
学
富
士
川
文
庫
蔵
、
請
求
記
号
：
イ/227　

U
RL

：https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item

/rb00001081

（
16
） 

影
印
は
、
宗
田（
一
九
八
〇
）に
よ
る
。

（
17
） 

外
国
地
名
に
右
複
線
、
外
国
人
名
に
右
単
線
、
そ
の
他
名
詞
に
鉤
括
弧
が
施
さ
れ
る
表
記
形
式
の
消
長
は
、
深
澤（
二
〇
〇
六
）、
藤
本（
二
〇
一

七
）に
よ
る
。

﹇
参
考
文
献
﹈

大
熊
智
子（
一
九
九
五
）「
引
用
符
を
用
い
た
会
話
文
表
記
の
成
立
」『
日
本
文
学
』八
四
、
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
研
究
会
編

小
林
雅
宏（
一
九
八
二
）「
明
治
初
期
の
翻
訳
書
か
ら
み
た
外
国
地
名
の
表
記
」『
文
研
論
集
』第
八
号
、
専
修
大
学
大
学
院
学
友
会
編
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杉
本
つ
と
む
編（
一
九
九
四
）『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
洋
学
篇
第
二
巻　

前
野
蘭
化
集
』、
早
稲
田
大
学
出
版
部

杉
本
つ
と
む
編（
一
九
九
六
）『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
洋
学
篇
第
一
一
巻　

西
洋
本
草
書
集
』、
早
稲
田
大
学
出
版
部

宗
田
一
解
説（
一
九
八
〇
）『
六
物
新
志
・
稿
／
一
角
纂
考
・
稿
』江
戸
科
学
古
典
叢
書
三
二
、
恒
和
出
版

深
澤
愛（
二
〇
〇
四
）「
外
来
語
の
片
仮
名
表
記
と
表
記
体
―『
太
陽
』前
誌
群
に
よ
る
考
察
―
」『
語
文
』八
三
、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
編

深
澤
愛（
二
〇
〇
六
）「
近
代
に
お
け
る
外
来
語
片
仮
名
文
字
列
の
特
質
変
化
―『
太
陽
』及
び『
太
陽
』前
誌
群
を
資
料
と
し
て
―
」『
国
語
文
字
史
の
研
究
』

九
、
和
泉
書
院

深
澤
愛（
二
〇
一
〇
）「『
西
洋
紀
聞
』に
お
け
る
平
仮
名
と
片
仮
名
」『
語
文
』九
二
・
九
三
、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
編

藤
本
能
史（
二
〇
一
七
）「
近
代
外
来
語
の
補
助
符
号
に
つ
い
て
―
表
記
形
式
ご
と
の
使
用
状
況
の
比
較
を
中
心
に
―
」『
日
本
語
学
会
二
〇
一
七
年
度
春

季
大
会
予
稿
集
』、
日
本
語
学
会

藤
本
能
史（
二
〇
二
〇
）「
近
世
前
半
期
版
本
医
学
書
に
お
け
る
引
用
・
卓
立
を
示
す
補
助
符
号
に
つ
い
て
」『
語
文
』一
一
五
、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
編

松
村
明（
一
九
七
七
）「
新
井
白
石
と
外
国
語
・
外
来
語
の
片
仮
名
表
記
」『
松
村
明
教
授
還
暦
記
念　

国
語
学
と
国
語
史
』、
明
治
書
院

松
村
明
・
沼
田
次
郎
・
佐
藤
昌
介
校
注（
一
九
七
二
）『
洋
学　

上
』日
本
思
想
大
系
六
四
、
岩
波
書
店

森
岡
健
二（
一
九
九
九
）『
欧
文
訓
読
の
研
究
―
欧
文
脈
の
形
成
―
』、
明
治
書
院

﹇
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
﹈

国
文
学
研
究
資
料
館
：
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

https://base1.nijl.ac.jp/infolib/m
eta_pub/G

0001401K
TG

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

https://w
w

w.digital.archives.go.jp/
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富
士
川
文
庫
―
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp/collection/fujikaw

a

早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

http://w
w

w.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/index.htm
l

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）
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SUMMARY

�e Actual Use of Punctuation Marks that Play the Role of Quotation or 
Prominence in Modern Dutch Studies Materials:

Focusing on Square Brackets and Sidelines

Yoshifumi Fujimoto

So far, research on the actual use of punctuation marks that play the role 
of quotation or prominence has been conducted mainly on modern materials, 
and references to materials in the early modern period refer to early examples of 
using brackets and sidelines. Staying. �e notation form of foreign words with 
square brackets is thought to have its origins in Dutch studies materials, but the 
actual usage has not been clari�ed. �erefore, in this paper, I will research the 
materials of Dutch studies in the early modern period and clarify a part of the 
actual usage of punctuation marks that play the role of quotation or prominence, 
especially square brackets and sidelines.

�e matters clari�ed in this paper are as follows.
1) The hook brackets that enclose foreign words can be confirmed from the 
latter half of the 18th century, such as Komo-Zatsuwa and Rangaku-Kaitei, but 
these are thought to have been in�uenced by Maeno Ranka.  
2) Regarding the sidelines, we were able to con�rm examples of four patterns. 
�ere are various ways to use it depending on the material, and it is di�cult to 
�nd the relationship between the materials easily. It seems that a common regu-
larity was not established in the materials regarding how to add sidelines.
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